






本研究は複数の全国サンプル調査のデータの多変量解析を通じて、有配偶女子における人

工妊娠中絶数の規定要因とその過小申告の規定要因を明らかにするとともに、近年におけ

る人工妊娠中絶数を推定することを目的とする。人口問題研究所による 1987 年の第 9 次

出産力調査・夫婦調査データの重回帰分析の結果がら有配偶女子においては妊娠回数が圧

倒的に大きな規定要因であることが明らかになり、特に 3回を越えると中絶数が急上昇す

ることが示された。


